




医療機関への受診
↓
診断
↓
治療

診断後の問題
↓
治療と療養の継続

療養の場所の問題
↓
在宅療養？
↓
入院療養？

治療（cure） ケア（care）









（箱根病院おける4つの多職種連携チーム）













箱根病院での多職種連携チームの活動のまとめ
（今回は、2つのチームについて）

呼吸ケアサポートチーム
・医師、看護師、理学療法士、臨床工学士でメンバーを構成している。
・神経筋・難病患者は、呼吸筋障害による呼吸器合併症を生じやすい
・荷重肺障害による無気肺や誤嚥性肺炎が多い
・多職種で構成した呼吸ケアサポートチームによる呼吸ケアは、神経
筋・難病患者の生存率を上げる可能性がある。

緩和ケアサポートチーム
・医師、看護師、薬剤師、臨床心理士、MSWでメンバーを構成している。
・ALS以外の患者さんにもニーズがある。
・薬剤などによる苦痛の緩和、精神的ケア、意思決定支援、家族支援、希望を叶える、摂食希望への支援
を関わっている。

・地域の難病に関連した医療職との情報共有も必要である。
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